
ったという状況があるんですけれども、現状はなかなかそうなるとクラス運営は難しい、学校運営の

点でも問題があるというようなことが言われておりまして、何とか特別な支援が必要ではないかという

ことがございますので、実は大下条小学校という、この横の、この地区にある小学校に、特別支援学

級を開設をいたしまして、対応を図っているんですが、各学校にもそういった障害をお持ちのお子さ

んが増えているということで、新たな学級の開設を要望していかなければならないですが。特に新野

小学校がちょっと離れておりますので、来年度あたり開設をお願いしなければならないのかなという

気がしております。 

 もう１点は、特別支援学級入級以上に障害の重い子がおります。特別支援学校、要するに養護

学校ですけれども、そちらのほうへ通う必要があるという判断を得た子供が実は増えてまいりました。

ところが、ここから一番近くの養護学校と言いますと、喬木村という村がございます。飯田市のそば

ですが。飯田養護学校という県立の学校がございまして、そこが一番近い学校になりますけれども、

片道約１時間、車でかかります。そうしますと、往復で２時間のその子供さんに対する負担、身体的

な負担、あるいは精神的な負担、また、親御さんにとっても往復で４時間というようなことになります。

経済的な負担ももちろん出てきます。 

 そういった状況の中で、学校に通わせる必要性は感じながらも、条件的に通わせられないという子

供さんが現在出てまいりまして、これにつきましても、県の特別な配慮をいただきまして、それぞれ地

元の学校で特別支援教育を行っておりますが、こういった子供さんが増える状況にあります。もう 22

年度あたりでは２名予定をしておりますし、当町だけではありません、南部管内にもそういう子供さん

がほかにも多いというのが出ておりますので、養護学校の分教室を、南のほうで開設をしていく、と

いうことを県のほうにお願いをしていて、そういうふうに考えておるところでございます。 

 県のほうにお願いしましたところ、今後検討で、というようなことでございますけれども、実際そうい

った子供を抱えている親がおりますので喫緊な課題でもございますので、できるだけ早く具体的な

対策をお願いしたいというふうに思っておるところでございますが、現にそういった子供さんを持って

いる親は、ここから通わせることは無理ですから、家族そろって、飯田市、学校のそばに転居する、

就職するというような親も現実におるわけでございます。行政側としても何とか対応したいと思ってお

りますので、そういった特別支援教育の必要度、ニーズが高まっているという状況です。 

【聞き手】 どうも長い時間ありがとうございました。 

【教育長】 とんでもございません。説明が下手で申し訳ございません。 

【聞き手】 いえいえ、よく分かりました。 

 （竹鼻 ゆかり） 
 

 

＜付記＞ 

本稿は、葉養正明、蘭千壽、貞広斎子、朝倉隆司、竹鼻ゆかりが、平成 20 年 10 月 28 日に阿南町教育

委員会を来訪し、児童・生徒の減少に伴う教育条件整備の取組みと課題について小林教育長より話を伺

った聞き取り調査をもとに、とりまとめたものである。調査にご協力頂いた関係各位に厚く御礼申し上

げる。 

 
 

第６章 岩手県宮古市 

 
 

 

第１節 尐子高齢化、過疎化のなかの学校 

 本章では、尐子高齢化、過疎化の影響を受け、就学人口の長期的減尐が続いている岩手

県宮古市の事例を取り上げる。まず、最初に、本市の概況について説明したい。  
 
１、宮古市の概況 

宮古市は岩手県東部に位置し、陸中海岸国立公園の中心をなす浄土ヶ浜など、景勝地も

持つ海沿いの自治体である（図 1 参照）。世界有数の漁場・三陸沖を間近に控え、水産業
が盛んな地域も含む。市の西側は北上山地で、平成 17 年 6 月には、田老町、新里村と合
併している。さらに、現在、旧新里村に隣接する川井村との合併協議が進められる。  
 

図 1 岩手県内の宮古市の位置 

  

 平成 18 年度の市の人口規模、面積は、それぞれ 58,251 人、696.82km２である。 
 また、宮古市内の行政区別の人口分布等は図 2 のようになっている。  
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図 2 宮古市の人口と世帯数 

  
 

２、宮古市の人口動態、少子高齢化の状況 

 平成 17 年度に田老町と新里村とが合併した効果として、人口総数は、平成 17 年度に一
時持ち直しているが、翌年以降は減尐傾向をたどっている。  
 老齢人口比率は、平成 12 年度以降一貫して上昇傾向にあり、宮古市の尐子高齢化の実
態を反映している。  
 

図 3 宮古市の人口、老齢人口比率等の推移 

       

 

 以上のような尐子高齢化の動向は、小中学校の規模縮小に端的にあらわれており、現

在の宮古市の基礎になっている旧宮古市、旧田老町、旧新里村それぞれの昭和 35 年度か

ら平成 18 年度に至る小学校数と児童数は表 1 のようである。 

表 1 現在の宮古市を構成する旧自治体ごとの小学校数、児童数の推移 
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 このような宮古市の実態は、岩手県内の他の市町村でも例外ではなく、図 4 に示され

るように、岩手県全体としての小中学校統廃合件数の推移がそれを如実に示している。 

 

図 4 岩手県における小中学校統廃合件数の年次推移 

 

 

（葉養 正明） 
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＜和井内小学校でのヒアリング＞  
 
Ｑ  学校と地域との関係ということでヒアリングさせていただきたいと思っておりま

すが、校長先生は、学校の教育活動に対する保護者や地域住民の協力についてどのように

お感じになりますか。 
―― 保護者はきわめて協力的で、ＰＴＡ総会とか、授業参観日というのは 100％に近い
状態で来ていただきますし、ＰＴＡの専門的な活動というようなときにも必ず来ていただ

けますので、本当に保護者の方の協力には感謝しています。地域の方も、高齢者の老人ク

ラブとの交流会もあったり、地域の方が来て生け花を教えてくださるとか、家庭科で裁縫

を教えてくださったり、食事というか、調理実習も来てサポートしながら教えてくれるの

で。 
Ｑ  学校評議員みたいな仕組みは。 
―― あります。評議員さんをお呼びしたらいいのかとも思ったりもしたのですが、評議

員さんはきょうアットホームに出ている。ただ、地域的なバランスを考えて、こっちには

茂市と腹帯という２つの地区がありまして、彼女が出てくると腹帯、腹帯になって茂市が

いないので、ちょっと考えてはみたのですけど。  
Ｑ  ありがとうございます。学校評議員会というのは活発ですか。  
―― そうですね。宮古市の場合、わざわざ集まってもらわない形でやっているのですが。  
Ｑ  学校評議員会じゃなくて、学校評議員制ですね。  
―― ええ。そして、ただし、行事とか様々、必ず御案内しますので、結構学習発表会、

運動会、そして授業参観日ですか、いらしていただいて、見ていただきながら、そのとき

にいろいろな評価でもないですが、御意見をいただいていますので、まずは今のところは

いい形で。ここはだめよというのをぽっと言ってもらえますし、よかった、よかったじゃ

なくて、ここを直した方がいいかもしれないねという御意見もいただけますし、私の方で

はすごく助かっていました。  
Ｑ  保護者とか、地域住民が学校を支援するときに、団体を経由する場合と、個人とい

うか、意思を持つ方を募って、バンクみたいなものをつくってこの学校にかかわるような

仕組みと、両方あるようですが、この地域ではどうでしょうか。 
―― そうですね。ＰＴＡを一番の窓口にしながら。  
―― 結構ストレートもあるんじゃないの。あるいは、見かねて自発的にとかね。結局、

小さいところだから、みんなわかっているから、組織とか、そういうつくった形じゃない、

その場その場で、それなりの人が、気がついた人が、行ってくれたり、手伝ってくれたり、

あるいは、こっちでも頼むときに、経由しなくても、何気なくしゃべったら、「おお、いい

よ」みたいな、自然な。 
―― 田舎的なよさがあって、わざわざそういう団体を、募集するときはしたんですよ。

応募は一切ないですね。ないのは、「何、いざとなったらすぐ駆けつけるから、すぐやるか

ら、そんなのわざわざ団体をつくることはない」という形で、１つあるのは、安全の対策

の。 
―― あれぐらいだな。 
―― あれぐらいが、いろいろな方々から募集かけてきていただいて、確かに放課後に帰

る途中、下校途中に事故が起きたりというのが多発しましたので、その部分は急遽つくら

せてもらってというのはありますが。あれをつくらなくても、「すいません、ちょっとこう

です」とぽんと声をかけると、結構来てくださる地域柄なので、  
―― ほとんどが自分の母校だから、それがあるから、「何、改まって」みたいなのはある

と思います。  
Ｑ  金銭的な面で地域の方がサポートするというのはありますか、バザーとか、廃品回

収とか。 
―― そういう面で廃品回収もバザーも皆さん協力していただいて、いっぱい収益が上が

って、それでユニフォームを買ったりとか。なかなかそういうのまで教育委員会はお金を

くれないものですから。この間は、スロープとかつくったりとか、そういうのにどんどん

回していけるので、子供たちとか、地域の方々とか。あれはうちに保護者も車椅子の方が

いらっしゃって、あとは、ぜひお招きしたい地域の方々も、お年よりもひざが悪くてなか

なか学校に行けないという方がいて、車いすなら、ということで。  
Ｑ  私はいなか育ちの人間なのですが、中学生のときに、野ブキとりの行事というのが

あって、朝の６時ころに山のふもとに集合して、山に分けいって野ブキをとって、リヤカ

ー３台くらい集まったかな。それで、それを市場におろして、その後はどうなったか全然

知らないのですけど、でも、お金を学校の足しにしているみたいな感じだったのですけど、

そういうのは。 
―― 部活動の足しにするのだと思うのですが、うちはそういうのはやらないで、廃品回

収、そっちで当てて。それでも年間 10 万近く。 
―― 地域の側は、「この時期だったけかな」と待っててくれるんですよ。ためててくれて

どんと届けてくれたり、そうでもなければ電話も来るんですよ、そろそろじゃないかと。  
―― 「足が不自由で持っていけねえんだが」「あー、こっちから伺いますから」って。そ

うすると、会長さんが号令かけて、ばたばたばたとみんなが、軽トラでわーっと集めてい

ただいて。 
―― さっき出たユニフォームというのは、合併する前は陸上競技会というのはこっちで

やっていたからどんな格好でもよかったんですよ、スパイクでもなかったし。そこが合併

して、そこでやるというと、ユニフォームが必要だ、スパイク必要だ、そろえなきゃね、

どうする、そのときにやってたのがきいたんですよ。お金では協力しなかったですけど、

例えば消防の方から、ビール券たまってるから、これやるからという、そうすればここで

先生方がビール券を尐しだけ安く買っていただいて、それを換金してもらうとか。現金で

やるのはちょっと問題あるかなということで、ビール券が廃品だから、それを利用してく

れみたいな形。あと、私の地元でも廃品回収を月 1 でやっているんですけど、話をすると、
小学校でやりたいと言ったときにダブるから、じゃ、それは積み立てておいて、いざとい

うときにはいつでも協力しようみたいな感じで、それは別個に、区として会計の中で浮か

しておこうみたいな、最初からそういうようなやろうということみたいなことはしていま

す。 
Ｑ  地域の方なんかは学校に入り込むときに、教科の単元なんかにかかわるようなこと

はありますか。 
―― 家庭科に入っていますし、あとは国語に点字の方が入ってきたり、社会科では地域
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の偉人などがとりあげられています。 
―― 地域の人材をお招きしたりとか、いろいろな事業に入ってくださって四つ葉にもそ

れをうまく、茂市の人材を四つ葉に使って、刈屋の人材、和井内の人材、蟇目の人材と。

四つ葉でも、その恩恵にあずかって、今までは茂市の人材は茂市でしか使えなかった、  
―― 偏ってしまうんだよね。 
―― そうすると、みんなで勉強したときに刈屋の人は聞けないし、刈屋の子たちは茂市

の人を聞けなかったのが、この素晴らしい地域の方の授業を４つの学校が一斉に受けれる

という。四つ葉にもそういうよさがありますし、地域のあれはすごく多くやってるんだな

というのは、この四つ葉をやってみて、蟇目とか、わかって、じゃあ、これを乗せていこ

うよということでやっていますね。  
Ｑ  ＡＤＨＤとか、ＬＤというのは、そういう傾向の子はいますか。  
―― うちには特別支援学級の子たちがいますし、あと、普通にはそうじゃないかなと就

学前には言われてきた子もいるのですが、違うなと。やっている上で、昔らしい子供だな

と。授業中落ち着けなくて、そういう子っていたじゃないですか。ＡＤＨＤとかＬＤとか

じゃなくて、たまたま集中力が私みたいにないなという子供だなと。ちょうど私のうちの

すぐ近くの子なもので、そういう感じで。本当にあれだというのはいないですね。  
Ｑ  保護者の方がボランティアで教室の中に入って見ていてあげるとか、そういうこと

は特にはない。 
―― 特にはないですね。  
Ｑ  ある地域の学校では、いつも貧乏ゆすりしている子どもがいたりするのですが、教

室にはお母さんボランティアが２人入っているんですね。脇に立って、いるだけで違うん

ですよ。後で先生に伺ったら、あの子が２コマ続きで 90 分も自分のいすに座っていたな
んていうのは奇跡的だというんですけど。やはり、お母さんいなかったらそうはできない。 
―― もし、うちがそういう子が入って、そういうの出たら、来ていただくのは多分保護

者じゃないですね。多分地域の方々、お母さんたちみんな働いて、完璧に。ですから、多

分お願いしますという方が結構、子育てを終わっている方々割といらっしゃるんです。す

ごいその方々が地域の人として協力してくれているので、その方々に、もしお、願いして。

今、放課後もこうやって来ていただいているわけです。10 人近くいるのかな。  
―― そうです、交代で。  
―― ローテーション組んで。  
Ｑ  小学校はそういう点が、成り立つというか、中学校だと逆に親が来るといじめの対

象になるという話もあったりですね。子供が非常に微妙な成長段階で。 
―― 茂市は昔、あったよね、親が。  
―― 中学校ですね。  
―― 荒れた時期があって。  
―― 15 年くらい前、20 年くらい前ですね。荒れた時期があって、親がいて、ガツーン
とやった。 
―― ありました、ありました、そういう時期。  
Ｑ  それとはまた違う。  
―― それとはまた違うね。親が怖かったんで、親が行くと、むっとなって、みんながガ

ンとやられているというのがあったので。今はもうそういうことっていうのはないでしょ

うね。中学校でも、親がぽんぽんぽんと言って、むしろ来てくれと。  
Ｑ  放課後とか、あるいは土曜日とか、日曜日に、学校の施設を地域の方とか、保護者

の方が使って、社会体育をやるとか、集まりをやるというのはありますか。 
―― ほとんどない。というのはですね、ここは旧新里村になるのですが、ほとんどそう

いう社会的な部分の施設はつくっているんですよ、コミュニティ施設は。さらに、ここに

元中学校があったんですが、中学校が生涯学習センターになってるもんだから。だから、

二重三重くらいに集会施設的なものがそろっているので、あえて学校を使う必要ないとい

う感じなんですよね。  
―― 本当はやりたかったんですよ、あっちにおじいちゃん、おばあちゃんが来て、大正

琴とでもいい、何でもいい、やって、そこに休み時間に子供たちが遊びにいけたりしたら

いいなと言ったんですが、もう活動は全部あっちでやっているので、わざわざここまで持

ってこられると、あっちも社会教育をやっているし、縄張りを荒らしちゃこまるというこ

とになるかなと。  
―― 昔からというか、早い時点で集会所というのをつくり上げたので、そういう流れが

もうできている部分がありますのでね。  
―― もう１つ、今、使われてないんだけど、この前まではバレーが使ってたんですが、

宮古で一番古い体育館なんですよ、狭くて使い勝手が悪いので、多分、体育館が新しく、

蟇目とか、刈屋とかのような大きな体育館ができれば、また活用が図られると思うんです

けどね。大きい体育館があるしね、トレーニングセンターがあるし、そっちを使っちゃう

から、そういう面では学校を使わないで。  
Ｑ  放課後の子供たちというのはどこにたまるんですかね。  
―― 週に 3 日、茂市で放課後居場所事業というので、新里アットホームというんですけ
ど、月曜日と火曜日と木曜日、週３回、放課後、だれでも参加できるということで、前も

って申し込まなくても参加できるということで、遊びは安全管理に、私みたいなものが２

人いて、お勉強の場も、低学年の方は見てあげたりとか、スポーツやったりとか、昔遊び

ですね、竹トンボとか、羽子板とか、そうやって 1 年生から 6 年生まで遊んでいます。体
育館と、視聴覚室を使って遊んでいます。  
Ｑ  何時ごろまで。 
―― 一応２時から５時まで。５時までいる子はお母さんのお迎えが必要になります。お

迎えのない子は４時ころ自分で帰る。  
―― 夏は４時半の、冬は４時。  
―― ４時ですね。で、帰るということで、本当に子供の居場所になって４年目になりま

す。最初は茂市だけでやっていたんですよね。今は新里４カ所でやっているんですけど、

茂市が一番長くて４年目になります。子供たちに浸透して来てますね。子供たちも楽しみ

にして来てます。いろいろ高学年の子供と低学年の子供と、高学年が低学年を入れてあげ

なかったりとか、子供たちもそういう中でも我慢したりとか、勉強になっているところが

ありますので、私もすごく今の子供たちの様子、勉強になっております。  
―― うちは全員加入しているんですよ。ＰＴＡ会長さんから御配慮いただいて、全員保

険に入れようということで、全員保険に入れて。だから、ただし、来たときにはきちんと
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あいさつをして名前を書いて参加するんだよということで、あとの指導はお任せしてます

し、あとはアットホームのないときは下校時間まで学校で遊んでいます。あと、スポ尐が

ある。男子は野球、女子はソフトボール。  
Ｑ  それは監督というか、指導者はどういう方で。  
―― 地域の方というか。  
―― 地域の方なんですけど、私の弟。  
―― 卒業生の父母ですね。それに何人かＰＴＡの親御さんの都合のいい方がついてね。  
―― 父母会が指導者という感じでついて。  
Ｑ  アットホームは手当てとか、そういう面は。完全なボランティアですか。  
―― 国で決められていて、何時間働いても 2,000 円。 
Ｑ  上限が。 
―― そうですね。  
Ｑ  アットホームって居場所つくり事業ですか。  
―― そうですね。居場所事業ですね。  
Ｑ  今度は学校支援本部の設置構想が国の方で動きそうな感じで、中学校区すべてに１

万校くらいあるんですけど、学校支援本部という、保護者と、地域住民とか、ＮＰＯとか、

ボランティア団体とか、あるいは大学とか、企業とか、そういう方々とか団体が集まる拠

点をつくって、学校のニーズに対応して派遣する調整役の仕組みつくり 205 億円。来年度
から５年計画で、来年度には 2,000 校ですね。５年間で１万校すべての中学校。  
―― 中学校区。 
Ｑ  ええ。中学校区。だから、小学校使う場合もあるだろうし、公民館を使う場合もあ

るだろうし、一応中学校の通学区域に１カ所設置する。それを本気で考え始めて、来年度

の。 
―― 田舎だとツーカーでいいんだろうけど、都会だとそうじゃないから、そこの旗振り

役も必要だということですよね。  
Ｑ  予算がつくから、余り大仰なものをつくらなくてもいい地域はそのお金を別に使え

ばいいんでしょうね。 
―― 別な考え方をしてね。立て前は必要だろうなといって、自分らにとって足りない分

を有効に使っていけばいいということですね。  
Ｑ  子供で塾に行っている子供というのはどのくらいこの学校にいますか。  
―― 学習塾は一切いない。ピアノとか、習字とかという習い事は。  
Ｑ  ピアノはこの集落の中にあるんですか。  
―― ありますね。宮古から先生が来て、そこに子供たちが行って習うという感じですね。  
Ｑ  習字は。 
―― 公民館と。 
Ｑ  先生が見えて。 
―― 地域の方が先生になって。  
Ｑ  保護者の方から、学校に対して、学力をもっとつけてとか、そういう要望というの

は出ることはありますか。町中だと結構そういう話が。 
―― あるんだろうね。私立じゃなきゃいけないとか何とかいろいろ。どうだろう。  

―― 私は一度も聞いたことはなくて、逆にこっちがどうのこうのとしゃべると、「先生、

そんなに心配しなくてもいいから」って、元気で明るくて。  
―― 体が丈夫であればいいということですかね。  
―― いや、掛け算九九くらい覚えてほしいんだけどって。そこで残したりなんかという

のは時々ありますが、要望としてすごくどうのこうの、高い子の学力をまたまた上げろと

いうのは出てこないですけどね。学校の方としたら、高い子には高い子なりのあれを与え

て、低い子にそのままおいていかないで、きちんとした。うちは割と人数がいっぱいいる

んですよ。Ｔ１、Ｔ２って、その授業に２人入って、普通の授業をして、１人がそういう

遅れている子のあれに入りながら、遅れているというか、ぱっと理解できなかったりとか、

前のがわからないまま進んだ子に指導したりやってますので、大分ことしになって、この

間ＣＲＴの祭典だって上がったような感じしてましたけどね。  
Ｑ  この四つ葉学校事業というのは、保護者とか地域の方の満足度って高い感じがする

んですけど、小学校同志で一種の連携事業ですよね。東京なんかでもやり始めているとこ

ろがあるんですけど、ただやはり、保護者から余りいい評判が出てこない面もあって、ど

ういうことかというと、隣の学校、近いといっても、歩かせれば 10 分かかると。往復で
20 分じゃないかと。あの 20 分、ただ歩かせるのが学校教育かとか、もったいないという
のが出てくるんですよね。もっとあの時間使って学習指導しろとかですね。そういう四つ

葉学校事業のこれからの課題みたいなものは、先生なんかどういうふうに。 
―― うちの方は移動に時間はかかりますよね。10 分とか、20 分とか。でも、それって
いうときに、やはり社会性の勉強もできますよね。バスの中での乗り方とか、あとは違う

学校と一緒になるわけですよね。そのときの関係づくりとか、無駄なことはないような気

はしてましたけど。ただ、先生方は授業ちゃんと教えたいし、何とか無駄を省いてほしい

なというのはありますけど、どうしても 20 分。でも、授業の無駄は省かないで、ちょっ
と子供にかわいそうな部分はあるのですが、休み時間がちょっと短くなって、掃除時間が

短くなってというふうな形での。  
―― おれなんか、移動の時間っていいなと思うもんね。四つ葉事業に期待するのは、子

供たちの世界が尐しずつ広がってくれること。世界の広がりを実感できるのは移動だと思

うんですよ。移動の時間がかかるというのは、それだけ違うところに来たんだと。自分の

世界が広がったんだと、それを実感できることだから、四つ葉に行く時間がねえんだった

ら意味ねえなと。  
―― 人それぞれいろいろな意見があるんだろうけど、ただ、すごい助かるのは、四つ葉

の事業始めますと、こういう趣旨ですとやって、御理解をお願いしますと。その後、会長

さんの話があったんだけど、はるかに私の上を行くあれで、こういう予算があるし、何と

かやろうよという形で、バックアップどころか。  
―― 絶対いいって。ほかを見るということは、ほかに行ってみるということは、自分の

ところを再確認できる一番いい例なんですよ。自分のところだけにいれば安心できるし、

安定してるけども、それで終わりなんでね。自分をもう１回見直すというきっかけになる

というのはほかを見る。人とつき合ってぶつかれば自分を反省するネタになるし、成長の

ネタになる。絶対ほかに行く時間というのは、あ、世界が広がるんだろうという準備体操

の時間だと思うからね。いいなと思うけどね。おれの小学校でやればいかったなと思うよ。
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―― そうですね。居場所事業ですね。  
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るだろうし、一応中学校の通学区域に１カ所設置する。それを本気で考え始めて、来年度
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さんの話があったんだけど、はるかに私の上を行くあれで、こういう予算があるし、何と

かやろうよという形で、バックアップどころか。  
―― 絶対いいって。ほかを見るということは、ほかに行ってみるということは、自分の

ところを再確認できる一番いい例なんですよ。自分のところだけにいれば安心できるし、
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バスに乗っていいなと。おれだって高校生まで県外から出たことなかったんだから。  
―― だよね。うちも１歩も出たことないもの。  
―― 感激しちゃったよ、３年生のときに県外に出たときに。  
―― 今、さっきもちらっと話をしたんですが、四つ葉をやって、去年は期待感と楽しか

ったなという、すごくいいアンケート結果だったんですよ。ことしだーんと落ちたんです。

これを出せるんだろうかと。いや、違うと、やりたくない、行きたくない、そのアンケー

ト結果をやめるのかと。やめるわけじゃなくて、そういうあの子たちが何かの壁にぶつか

ったわけですよね。でも、中学校に行ってぶつかる壁よりは、はるかに小さい壁です。乗

り越えやすい。あのころアンケートとったころぎくしゃくしていた子供たちが、今は大分

楽しめるようになってきて、これは１つ、あの子たち壁を乗り越えたなと。だから、学習

時ギャップの解消とか、あの子たちの世界が、今、会長さんが言ったように広がった部分

というのが見えてきてるなと。ちょっと担任たちが苦しい部分があった。授業数が足りな

い。いたずらはある。  
―― 担任にとってもそうだよな。いつも安定している間違いないところ、わかっている

範囲でやっていた。  
―― 行けばいろいろ出てくるものね。  
―― 成長しなきゃいけないんだよな。  
―― だから、本音でいえば、一番多分評価が低いのは先生だと思う。いつも自分たちの

ことをやっていれば、どんどん学級経営でやりやすいわけですけど、それが違ったのがバ

ーンと集まってきてやれという状態で。  
―― そうだ、大変なんだ。  
―― ただ、それは先生方の本音であって、私たちの本音とすれば、隠してはいるんです

が、先生のいい場になりますしね。いつも毎週１回研究授業をしているようなもので。  
―― 本当、そうだ、真剣勝負で。  
―― それも、今、この集まった子は、４分の１は知ってるけれど、あとの子は、集まっ

て顔を見ているけど、どういう子かよくわからないという中で真剣に授業をすると。先生

方はやっぱりつらいですよ。ですが、この四つ葉をやっている先生方はすごくいい勉強を

しているんじゃないかなと。余り先生方に大きい声じゃ言えませんがね。  
―― 毎週教育実習を思い出すな。  
Ｑ  ここの学校だけじゃなくて、この四つ葉の学校というのは自然環境が非常に豊かな

ところがあるのですけど、ただ、どこでもそうなのですけど、自然環境豊かでも、子供と

いうのは意外と体験していないというか、自然とかかわりを持っていないということがい

ろいろなところで言われるのですけど、ここの子供たちというのは、家に帰った後とか、

あるいは家に帰って地域に出たときに、そういう自然とのかかわり合いとか、そういう遊

びとか体験というのはどの程度。 
―― すごくあると思います。確かにゲームとか好きだけど、夜、本当にうちに帰ってか

らかな。普通のときは、「先生、川へ行って釣りをしていいですか」とか、「潜って突いて

いいですか」とか、あとは本当に小さい子たちでも、本当にどんどん、２年生がこのごろ、

お父さん、お母さんがさびしいなと思うくらい、土曜日、日曜日も友達たちと遊ぶからっ

ていって学区内の友達のところに集まったりして、どんどん。すごく多いなと思っていま

した。本当に自然、この間も、それを助長させたのがＰＴＡ行事で、刈屋川というのです

が、そこの川で泳いで、着衣水泳をやって、そして、その後に泳がせて、安全なようにや

りながら、どのくらい水が怖いかを体験させたり。でも、水ってこういうルールを守れば

楽しいよと。それで保護者が全部、どーんと下流に並べるわけですよ。流されたらいつで

もおいでって。その中で遊ばせたり、ボートで。  
 そのうちにアップしちゃって、下流に急流があるところ、何人か乗せて、流せみたいな

ね。怖いところも意識させないと、一番大事なのは怖いんだよというのを認識させないと。

安全なところだけで遊ばせていると、自然は怖いよというのをまず教えなきゃいけないよ

うな気がして。  
Ｑ  木登りってしますか。小さい子はやっていますか。昔はよくあったんですよね。  
―― それはおれたちのとき見ればな……（聴取不能）……やりましたけど、そういう面

では尐ないよ。  
―― 今ないですよね。 
―― でも、うちの女の子たちは好きだぞ。「これ、登れるから登ってみろ」とかって。「登

るの簡単だべ。降りてみろ、降りれねえべ。そこら辺が登るより降りるほうが難しいんだ

ぞ」って。 
―― やっぱりお父さんが。腹帯では農業体験とかもやってますよね。  
―― そうそう。ファームを稲刈りから。  
―― その田んぼに３年くらい前から蛍が出るようになってな。１週間くらいしか出ない

から。蛍出てたよと音すれば、センターに集まるわけだ。センターの窓明ければ見えるわ

けよ、蛍が飛び回っているのが。  
―― いろいろな経験をね、腹帯の子供たちはやってますよね。  
―― 去年なんか栗拾いもさせたしね。それから、レクでオリエンテーションやったんだ。  
―― 小山を歩いて、例えば、ここの近くでこの紙に色を５つつけてくる、葉っぱでつけ

たり、花でつけたり、実でつけたり、最後の色は、結局土を。  
―― ここにはこのくらいの色があるなと２人で回って。  
―― そのためにやぐらを立ててくれて、一番最高のてっぺんのところに。  
―― 杉林を３本組ませて、途中で組ませて、途中で組ませるから、上がさらに３分の１

くらいが広がるように。横木を回して、あのころは宮崎駿監督の『もののけ姫』の最初に

出てくる屋根裏のシーンがあるんだけど、あれをそっくりにつくって。むしろ、うちの高

校生や大学生の方が喜んだ。あとは３カ所にカブトムシを 100 匹くらい幼虫を用意して。 
―― 時期になるとカブトとか、夜なんか出て止まってますよね。  
―― みんな幼虫でね。中に 10％くらいサナギになった形でね。要するに、ウルトラマン
に出てくるバルタン星人みたいな感じのサナギになったやつがあったりして。  
―― 喜んでもらえた。 
―― 自然とは本当に。 
―― かかわって。  
―― ただ、やっぱりおれたちの子供のころとレベルは違うからね。どうしてもね。特に

茂市の刈屋川だと安心だけど、腹帯にあった閉伊川という大きい河川まで行くとちょっと

心配ですし。  
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―― ただ、私たちのやってる全然届かないところに、「はーい」って入って行きながら、

最後まで上がってこようとかという。  
―― 考えればむちゃくちゃなことばかりしてたから。サバイバルゲーム毎日やっていた

ようだもんね。それから比べると全然。一番感じるのが、名前を知らないの。ものを好き

になるというのはまず名前を知ることなの。名前１個知ると好きになる。だから、木の名

前なんかでも、「これ、杉な。これ、松な」と。しばらくたってから、「これは？」と聞け

ば、何日か後も覚えてるんですよね。そこからふやしていくと好きになってくる。  
―― 安心してないと、どんどんしゃべり過ぎますよ。  
Ｑ 学校で使う子供の服とか、靴とか、消耗品とか、そういうのがありますよね。そうい

うものというのは指定店、この近くにあるんですか。制服なんかだと、よくあそこに行け

ばあるとか、昔ありましたよね。 
―― この地域にはないんですよね、みんな宮古。  
―― 店がつぶれてなくなった。  
―― あとは、中ズックとかも指定というわけじゃなくて、それっぽいような靴を履いて。  
―― ジャージだけ。  
―― ジャージはまとめてぼんと買う。  
―― それも宮古。  
―― 宮古だ。 
―― あったけど、なくなって。今は宮古市ですから、新里村からわざわざということで

はなくということにはなったのですが、ちょっとさびしいですね、そういう店がどんどん

なくなるのは。  
―― コンビニだけになっちゃったものね。  
―― ないです、本当にお店屋さんが。いっぱいあったんですよ、店屋が。  
―― 腹帯にパチンコ屋なんか。  
―― おれも知らない。 
―― おれも知らない時代。おれたちがまだ知らない時代。  
―― びっくりした。パチンコ屋。  
Ｑ  同窓会というのはあるんですか。歴史はこの学校古いですよね。  
―― 古いですけど、ないですね。  
―― 中学校のときもだったけど、中学校は閉校になったときに、そのときにばっと集ま

るんですよね。  
Ｑ  クラス会みたいなあれですかね。 
―― そうですね。クラス単位はやってますよね。  
―― 盛んにやってる年代と、さっぱりやらない年代と、いろいろだけど。  
―― 何かあればそこのしょっちゅうやっているところが核になるみたいな感じですかね。 
―― そういえば、ことし、同級会やるんだったね。  
―― いなくなんねえうちな。  
―― おれが。私がいるうちに。  
Ｑ  四つ葉学校事業のバックにある文部科学省の経費っていずれ消えますよね。そのと

きに四つ葉学校事業というのはどうなっていくというふうに先生は予想というか、継続に

ついてどうお考えですか。 
―― 継続でというのは、市長さんも、教育長さんもスクールバスをどんどん活用できる

よと、そういう四つ葉のために動かすという部分でお話いただいています。一番はそこな

んですよ。それまでに教育課程の部分はこの３年間に様々なことを計画して、だめなのも

あったわけです。これはやって失敗だったねという教科があったり、活動があったりした

のは淘汰しながら。そして、今、来年度、ちょっと新しくリニューアルするんですけど、

今まで４、５、６だったんですが、あ、教育長にまだ言ってなかった。１、２、３も入れ

て、１、２、３は無理しないように月に１回当たりとか集まって体育の授業をというのを。

すごく尐ないんですよ、２人とか、４人とか、８人で普通の体育ができないんですよね。

だから、20 人集まった体育を１カ月に１回でもいいからやらせて。  
―― あんまり無理じゃないと思うよ。保育所が一緒だから、まだ十分記憶が残ってる。

そんなに問題はないと思う。  
―― それも言われたんですよ、ほかの区長さん方にも。どう考えると。「保育所は１つな

んだ。中学校も１つ。小学校が４つ」。「それ、統廃合しろということですか」と、おれ、

聞いたら、「いや、そうじゃなくて、このあれをどう考える」と。私、そのために四つ葉の

事業をやっていると。でも、学校は４つ、地域にあってほしいと私は思っていました。そ

れがあってコミュニティとして、私たちの心の居場所なんですよ、そこに学校があって昼

に子供たちの声が聞こえて、そこに地域の方が来てくれたりなんかしてというのがあれば、

地域はどんどん活性化できるだろう。そうした上で、四つ葉の事業をやっていくことによ

って、適正規模というか、20 人、30 人の授業でやれないことはそこでやれると。いいと
こどりをしているような気がしていました。だから、来たときにほかの校長さんとか、「え

ー、何、それ」という感じはあったんですが、私は「ラッキー」。多分このままやっていっ

たら先細りで、人数もいなくて何もやりようがないから統廃合なんだろうなとなっちゃい

ます。 
―― みんなあきらめのモードに切り替わっちゃう。  
―― なっちゃうと思うんです。２人とか、３人で授業にならないんじゃないってなりま

すよね。そうじゃなくて、その尐ない数で様々な活動をしてる。地域とやっていて、四つ

葉で適正規模の人数が集まることはそこでやって、そして中学校にどんとつながるという

形があればと、会長さんともお話をして、「いいことだ、ぜひやれ」と。保護者を全部、あ

とのバックアップするからということで、いただいて、気持ちよくスタート。ほかの学校

のＰＴＡがん？と首ひねったりしたのも、「いいから、おれ行ってしゃべってくるから」。

この雄弁さでしょ、だましたんだか、丸め込んだか。  
―― おれがいいと思ってるからしゃべってるだけ。  
―― 素直に聞いてくれたってね。  
―― 自分の気持ち、そのまま言うだけだから。  
―― ということで、実に、私より温度差が高くて。もうぴっとやってくれますので。  
Ｑ  先生の加配はついていますか。 
―― 私の学校に。 
Ｑ  １人ですか。 
―― １人です。 

68 69



―― ただ、私たちのやってる全然届かないところに、「はーい」って入って行きながら、

最後まで上がってこようとかという。  
―― 考えればむちゃくちゃなことばかりしてたから。サバイバルゲーム毎日やっていた

ようだもんね。それから比べると全然。一番感じるのが、名前を知らないの。ものを好き

になるというのはまず名前を知ることなの。名前１個知ると好きになる。だから、木の名

前なんかでも、「これ、杉な。これ、松な」と。しばらくたってから、「これは？」と聞け

ば、何日か後も覚えてるんですよね。そこからふやしていくと好きになってくる。  
―― 安心してないと、どんどんしゃべり過ぎますよ。  
Ｑ 学校で使う子供の服とか、靴とか、消耗品とか、そういうのがありますよね。そうい

うものというのは指定店、この近くにあるんですか。制服なんかだと、よくあそこに行け

ばあるとか、昔ありましたよね。 
―― この地域にはないんですよね、みんな宮古。  
―― 店がつぶれてなくなった。  
―― あとは、中ズックとかも指定というわけじゃなくて、それっぽいような靴を履いて。  
―― ジャージだけ。  
―― ジャージはまとめてぼんと買う。  
―― それも宮古。  
―― 宮古だ。 
―― あったけど、なくなって。今は宮古市ですから、新里村からわざわざということで

はなくということにはなったのですが、ちょっとさびしいですね、そういう店がどんどん

なくなるのは。  
―― コンビニだけになっちゃったものね。  
―― ないです、本当にお店屋さんが。いっぱいあったんですよ、店屋が。  
―― 腹帯にパチンコ屋なんか。  
―― おれも知らない。 
―― おれも知らない時代。おれたちがまだ知らない時代。  
―― びっくりした。パチンコ屋。  
Ｑ  同窓会というのはあるんですか。歴史はこの学校古いですよね。  
―― 古いですけど、ないですね。  
―― 中学校のときもだったけど、中学校は閉校になったときに、そのときにばっと集ま

るんですよね。  
Ｑ  クラス会みたいなあれですかね。 
―― そうですね。クラス単位はやってますよね。  
―― 盛んにやってる年代と、さっぱりやらない年代と、いろいろだけど。  
―― 何かあればそこのしょっちゅうやっているところが核になるみたいな感じですかね。 
―― そういえば、ことし、同級会やるんだったね。  
―― いなくなんねえうちな。  
―― おれが。私がいるうちに。  
Ｑ  四つ葉学校事業のバックにある文部科学省の経費っていずれ消えますよね。そのと

きに四つ葉学校事業というのはどうなっていくというふうに先生は予想というか、継続に

ついてどうお考えですか。 
―― 継続でというのは、市長さんも、教育長さんもスクールバスをどんどん活用できる

よと、そういう四つ葉のために動かすという部分でお話いただいています。一番はそこな

んですよ。それまでに教育課程の部分はこの３年間に様々なことを計画して、だめなのも

あったわけです。これはやって失敗だったねという教科があったり、活動があったりした

のは淘汰しながら。そして、今、来年度、ちょっと新しくリニューアルするんですけど、

今まで４、５、６だったんですが、あ、教育長にまだ言ってなかった。１、２、３も入れ

て、１、２、３は無理しないように月に１回当たりとか集まって体育の授業をというのを。

すごく尐ないんですよ、２人とか、４人とか、８人で普通の体育ができないんですよね。

だから、20 人集まった体育を１カ月に１回でもいいからやらせて。  
―― あんまり無理じゃないと思うよ。保育所が一緒だから、まだ十分記憶が残ってる。

そんなに問題はないと思う。  
―― それも言われたんですよ、ほかの区長さん方にも。どう考えると。「保育所は１つな

んだ。中学校も１つ。小学校が４つ」。「それ、統廃合しろということですか」と、おれ、

聞いたら、「いや、そうじゃなくて、このあれをどう考える」と。私、そのために四つ葉の

事業をやっていると。でも、学校は４つ、地域にあってほしいと私は思っていました。そ

れがあってコミュニティとして、私たちの心の居場所なんですよ、そこに学校があって昼

に子供たちの声が聞こえて、そこに地域の方が来てくれたりなんかしてというのがあれば、

地域はどんどん活性化できるだろう。そうした上で、四つ葉の事業をやっていくことによ

って、適正規模というか、20 人、30 人の授業でやれないことはそこでやれると。いいと
こどりをしているような気がしていました。だから、来たときにほかの校長さんとか、「え

ー、何、それ」という感じはあったんですが、私は「ラッキー」。多分このままやっていっ

たら先細りで、人数もいなくて何もやりようがないから統廃合なんだろうなとなっちゃい

ます。 
―― みんなあきらめのモードに切り替わっちゃう。  
―― なっちゃうと思うんです。２人とか、３人で授業にならないんじゃないってなりま

すよね。そうじゃなくて、その尐ない数で様々な活動をしてる。地域とやっていて、四つ

葉で適正規模の人数が集まることはそこでやって、そして中学校にどんとつながるという

形があればと、会長さんともお話をして、「いいことだ、ぜひやれ」と。保護者を全部、あ

とのバックアップするからということで、いただいて、気持ちよくスタート。ほかの学校

のＰＴＡがん？と首ひねったりしたのも、「いいから、おれ行ってしゃべってくるから」。

この雄弁さでしょ、だましたんだか、丸め込んだか。  
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Ｑ  １人ですか。 
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―― だから、今のところの校長の仕事多過ぎるんですよ。大変なんですよ。でも、大変

なぐらいじゃないと、この人は能力余っちゃうからね。きついくらいでちょうどいい。  
―― そうしたら加配いなくなったら困る。  
―― 今は手探りのところだから、いろいろ試しがあって、無駄がいっぱいある。でも、

こういうタイプじゃないと、無駄や試しはやれないんですよ。慎重にやってたらね、本当

にいいことも悪いこともできない。こういうタイプはいいことも悪いこともある。悪いこ

とあれば、あ、そうかって直せる。だから、成功ばっかりしている人はだめなの。失敗と

いうのは一番メリットになるんだよね、財産になるし。  
Ｑ  そんなに失敗してるんですか。 
―― いっぱい。失敗は多いと思います。  
 
＜蟇目小学校でのヒアリング＞ 
 
Ｑ  学校と地域との関係ということで、特に４校にお尋ねしたようなところがあるので

すけど、この質問表に従ってお聞きしようかなと思うのですけど、学校の教科等に対して、

保護者とか、地域住民の方はどういう支援をしているかとか、協力をしているかというあ

たりからちょっとお話を伺えればと思うのですけど、例えば、学校行事とか、あるいは総

合とか、あるいは教科指導の中に、保護者の方とか、地域の方が協力するというのはどの

程度行われているかというあたりからお話を伺いたいと思います。 
―― やはり、一番は総合的な学習とか生活科ですね。そういうのでのかかわりは、今、

紹介いたしましたタクサギサンと含めて非常にかかわりがあります。やはり、声をかけま

すと、地域の方が協力してくださいますので、本当にそういう意味では連携がうまくでき

ているのかなと思いながらですね。  
Ｑ  校長先生の方から声をかけられる。 
―― 総合的な学習では学校の教育課程の中でやるのですけど、その中に、あと、ＰＴＡ

の中でもありますので、そういうところ、いろいろ担当いただきながらやっていくのもあ

りますし。 
Ｑ  何か個人でボランティアというか、学校の中で活動するというようなことはありま

すか。大体団体を経由して、窓口を団体とかそういう。 
―― 単独で来るということはそんなにないですけど。あと、昨年度は図書ボランティア

みたいな形でも来てもらったり、子供たちと昼休みとか、そういうときにやったりして、

交流深めたりしてもらっていました。  
Ｑ  この学校の子供数はどのくらい。 
―― 児童数は 49 名ですね。  
Ｑ  複式は一部。 
―― ないです。 
Ｑ  全部単独。 
―― ええ。来年度は複式になりますけど。  
Ｑ  そうすると、このくらいの規模であると、例えばＬＤとか、ＡＤＨＡという問題は

余りはっきりとはない、子供の中でじっとしていられないとか。 

―― いろいろと課題はあります。  
Ｑ  そういう面で、保護者、ＰＴＡの方がある学級に入るとか、そういうのは。  
―― ないです。もうちょっとここら辺見ながら、例えば教員数を補うということでは、

やはりそういうのも本当はあってもいいのかなと、先生方が尐なくなったときに、どこか

で予算的なところでないわけですよね。それをどういうふうに補っていくかとなったとき

に、学習支援みたいな形で、例えば子供たちの丸つけをお願いできる方とか、そんなのも

活動の中に入ってきたりとか、いろいろお願いできるのかなと思って。  
Ｑ  保護者とか、地域の方々がこの学校の施設を使って集会を開いたりとか、あるいは

ママさんバレーをやったりとかはどの程度。 
―― この件に関しては私から。この新里地区の……（聴取不能）……協議会の会長をや

っているんですよ。そのたびにいろいろなイベントをもって、運動会とあるけど、もっと

４年前とかは区民運動会とか、そういうのをやったわけなんですけど、今はいろいろ評価

機構推進協議会の方からお金をいただいておるので、それの予算内でペタンクとか、ペタ

ンク大会とか、今晩もやります。ビーチバレーボール、これは父兄から学生から小学校か

ら、ペタンクもそうです。そういうようなイベントもしながらやっています。  
Ｑ  集会なんかは公民館ですか。地域の方々の集まりというのは。  
―― 話し合いはこだま館とある、あそこのコミュニティセンター。ほとんどがそうです。  
Ｑ  体育館とかを使う場合に。 
―― 学校さ使ったり。 
Ｑ  かぎはどうされているんですか。地域の方にお預けに。  
―― そうですね。スポ尐活動も結構やっていますので、そういう方たちが持って社会、

体育で、出入りはまた別なんですけどそういう活動ですごく使っています。  
Ｑ  出入りは別なのですね。 
―― そうですね。警備も入っていますので、そちらの方は違う形でやっていました。す

ごくここは使われますよね。  
―― 尐年野球とか、バレーなんか結構やっている。  
Ｑ  尐年野球なんかの顧問というか、指導者の方はどういう方ですか。  
―― 指導者は、今、ウメザワさん、地域の。  
Ｑ  地域の方が。 
―― それこそ二十何年前は。尐年野球部のきっかけをつくったんですけど、それがいま

だに。だから、心配されるのは、今の中学校のグランドを使っているんです。地区の野球

をやっている人が使っているんですけど、残念ながら、賛否両論あるんですけど、出て行

くような形ですよね。あれ決まったんですか。  
―― 決定で、再来年。 
―― 私は地区のために反対したんですよ。反対して、中学校は、高校はと行っていたら、

休みとかにうろうろするわけですよ。ところが、スポーツを通じで、学校で玉ころがしと

か、サッカーとかやってたまり場だったんですよ。前は、駅とか、そういうのでタバコ吸

って、それがなくなって……（聴取不能）……野球とか、みんなボール投げたり。だから

ここに集まっているとタバコも出さないというか、そういうのも紛らわすんだろうな。あ

れから不良っぽいのがいなくなって、非常にいいと思って、それで反対したんですよ。だ
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―― だから、今のところの校長の仕事多過ぎるんですよ。大変なんですよ。でも、大変

なぐらいじゃないと、この人は能力余っちゃうからね。きついくらいでちょうどいい。  
―― そうしたら加配いなくなったら困る。  
―― 今は手探りのところだから、いろいろ試しがあって、無駄がいっぱいある。でも、

こういうタイプじゃないと、無駄や試しはやれないんですよ。慎重にやってたらね、本当

にいいことも悪いこともできない。こういうタイプはいいことも悪いこともある。悪いこ

とあれば、あ、そうかって直せる。だから、成功ばっかりしている人はだめなの。失敗と

いうのは一番メリットになるんだよね、財産になるし。  
Ｑ  そんなに失敗してるんですか。 
―― いっぱい。失敗は多いと思います。  
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Ｑ  学校と地域との関係ということで、特に４校にお尋ねしたようなところがあるので

すけど、この質問表に従ってお聞きしようかなと思うのですけど、学校の教科等に対して、

保護者とか、地域住民の方はどういう支援をしているかとか、協力をしているかというあ

たりからちょっとお話を伺えればと思うのですけど、例えば、学校行事とか、あるいは総

合とか、あるいは教科指導の中に、保護者の方とか、地域の方が協力するというのはどの

程度行われているかというあたりからお話を伺いたいと思います。 
―― やはり、一番は総合的な学習とか生活科ですね。そういうのでのかかわりは、今、

紹介いたしましたタクサギサンと含めて非常にかかわりがあります。やはり、声をかけま

すと、地域の方が協力してくださいますので、本当にそういう意味では連携がうまくでき

ているのかなと思いながらですね。  
Ｑ  校長先生の方から声をかけられる。 
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から、……（聴取不能）……タバコ……（聴取不能）……そこら辺……（聴取不能）……

練習しているからいなくなったけど、どこで練習していくか。ただ、尐年野球は生徒も尐

なくなってどうなるかわかりませんけど、やはり今度校庭を……（聴取不能）……約束だ

った。1,000 万かけてね、……（聴取不能）……そこら辺はどうなるかは。……（聴取不
能）……。そういうのがなくなるとやはり地域としてもね。  
Ｑ  事故とか、そういうときの保険というのは、それはどういう形で入っているんです

か。 
―― スポ尐とか、皆入ってますね。  
―― クラブチーム単位で保険かけている。  
Ｑ  それは団体の方で。  
―― ……（聴取不能）……。  
Ｑ  個人負担ではなくて。 
―― 団体で……（聴取不能）……。今晩……（聴取不能）……。イベントに関してはど

んなときでも保険入って。  
Ｑ  学校開放だと、よく学校の方から聞かれるのは、例えば日曜、祭日使っていただい

た後に、月曜日、子供が朝来ると吸殻の後始末をしていないとか、そういうことがあって、

まず掃除から子供が始めるとか、そういうことがよくあるのです。そういうことは余り。 
―― ないですね。まず、吸殻見たことないですね。お菓子の何かとかあると思うんです

よね。大きい学校だったら、毎日歩いていても落ちたり、なんだりするんですけど、夏祭

りのときに、一、二本拾い忘れて落ちたりしていることはあるんですけど、まずほとんど。

本当にきちんとそういうところは管理は、地域の人たちもやはりそういう声もかけてくだ

さっているからだと思うんですけど、目は行き届いているなという感じはします。  
Ｑ  授業が終わった後、子供というのはこの学校の中に残っているということはありま

すか。 
―― 中でも遊んで、外でもやはりある程度。 
Ｑ  校庭で遊んでいる。  
―― うん。それから、今、こちらの方、……（聴取不能）……さんなんですけど、アッ

トホームということで放課後、児童の、そういうののお手伝いをしている方なんですよ。

本当に子供たちは、きょう、今、活動している時間帯なんですけども、本当に遅くまで、

きょうも何人参加したんですかと聞いたら、ちょっと、子供たちの様子とかお話ししてみ

てください。  
―― きょうは生涯学習センターの方から、２人の担当の方がいらっしゃって、カレンダ

ーづくりを子供たちと一緒にやりました。普段は体育館で遊ぶ子供たちと、お教室に残っ

て学習をしたりとか、あとは……（聴取不能）……それぞれ自分たちの遊びをするのです

けど。 
Ｑ  指導者の方は２人ですか。 
―― はい。 
Ｑ  それは生涯学習センターの経費か何かで。  
―― そうです。それ以上に本当に来て、お世話していただきながら、日常的にいろいろ

なところ、移動とか何か、そこら辺の、それこそ地域の素材、そのとおりなんですけど、

学校だけじゃなくてそういうところにも集めて持ってきてくださって、子供たちの幅を広

げてもらっているんですよね。本当にありがたいです。勉強の方も、宿題とか何かを見て

もらいながらやったりということで、先生方、また、ほかの子供たち残っていても見ても

らえるという感じですね。  
Ｑ  学童保育みたいなのは。 
―― それがなくて。  
Ｑ  それがなくてアットホームという。 
―― そうですね。  
Ｑ  国の居場所作り事業、小学校子供居場所作り事業というのがアットホーム。  
―― そうですね。学童にも入りたいという希望って、やはり低学年の方ではありまして。  
Ｑ  子供の中で塾に行っている子供というのはどのくらいいるのですか。  
―― 学習塾というのは聞いたことがないですけど。  
―― 音楽教室とか、ピアノとか。  
―― 水泳とかね。  
―― 本当に尐人数ですね。あの子とあの子というくらいで。ほとんど通ってないですね。  
Ｑ  それが学校でそういうものも、ああいうものもやってほしいというような要望とし

て出てくるというようなことはないですか、塾に行ってないということは。 
―― 特にそういうような要望はないですよね。スポ尐がありますので、そちらの方で。

男子も女子も本校ではありますので、結構男の子たちはほとんど入るような形で頑張って

いますので。  
―― 学区に施設があったらこういうのもやらせたいという人はいますね、なかなか。  
Ｑ  学校に対して学力面とかで、何か保護者の側で、もう尐しこうしてほしいというこ

とが出るようなことはないですか。 
―― 聞いたことはないですね。  
Ｑ  自然環境が非常に豊かなところですけど、自然環境豊かでも家にこもりきりで、パ

ソコンとかで遊んでいると、そういうことがいろいろなところでいわれる場合があるので

すけど、この学校の子供の場合に、そういう体験的な学習というか、それは。 
―― 昔からの経緯をお話ししていただいて。  
―― 勝手に動物園的なことをやって、ちょっと今きつくてやれないのですけど、うちで

飼っている牛、ニワトリ、それから田んぼのアイガモ、そういうのの触れ合いは、先生に

強制してやらせるような感じで、「この日にやりますから」と。ここから田んぼと川がすぐ

近くなので、授業では絶対やれないようなこと、川に入るとか、そういうことは。自分が

楽しかったことが楽しいんじゃないかと、勝手にやらせてもらっています。本当に、「田ん

ぼはいいことにして、川に行こう」と、そんな感じでやっています。  
Ｑ  子供の学力面で、校長先生として課題だなと思われるようなことはありますか、こ

の学校で。 
―― 今、学力、学力って、保護者の方たち、地域の方たちを目の前にしながらあれなん

ですけども、やはり子供たちはこれから将来外に出て行くにあたっては、やはり知らない

よりはいっぱい知っていた方が、将来の自分の職業観なり、いろいろな人生の幅が広がる

わけですよね。だから、やはり子供たちには自分の持っている最大限の力というか、もっ

72 73



から、……（聴取不能）……タバコ……（聴取不能）……そこら辺……（聴取不能）……

練習しているからいなくなったけど、どこで練習していくか。ただ、尐年野球は生徒も尐

なくなってどうなるかわかりませんけど、やはり今度校庭を……（聴取不能）……約束だ

った。1,000 万かけてね、……（聴取不能）……そこら辺はどうなるかは。……（聴取不
能）……。そういうのがなくなるとやはり地域としてもね。  
Ｑ  事故とか、そういうときの保険というのは、それはどういう形で入っているんです

か。 
―― スポ尐とか、皆入ってますね。  
―― クラブチーム単位で保険かけている。  
Ｑ  それは団体の方で。  
―― ……（聴取不能）……。  
Ｑ  個人負担ではなくて。 
―― 団体で……（聴取不能）……。今晩……（聴取不能）……。イベントに関してはど

んなときでも保険入って。  
Ｑ  学校開放だと、よく学校の方から聞かれるのは、例えば日曜、祭日使っていただい

た後に、月曜日、子供が朝来ると吸殻の後始末をしていないとか、そういうことがあって、

まず掃除から子供が始めるとか、そういうことがよくあるのです。そういうことは余り。 
―― ないですね。まず、吸殻見たことないですね。お菓子の何かとかあると思うんです

よね。大きい学校だったら、毎日歩いていても落ちたり、なんだりするんですけど、夏祭

りのときに、一、二本拾い忘れて落ちたりしていることはあるんですけど、まずほとんど。

本当にきちんとそういうところは管理は、地域の人たちもやはりそういう声もかけてくだ

さっているからだと思うんですけど、目は行き届いているなという感じはします。  
Ｑ  授業が終わった後、子供というのはこの学校の中に残っているということはありま

すか。 
―― 中でも遊んで、外でもやはりある程度。 
Ｑ  校庭で遊んでいる。  
―― うん。それから、今、こちらの方、……（聴取不能）……さんなんですけど、アッ

トホームということで放課後、児童の、そういうののお手伝いをしている方なんですよ。

本当に子供たちは、きょう、今、活動している時間帯なんですけども、本当に遅くまで、

きょうも何人参加したんですかと聞いたら、ちょっと、子供たちの様子とかお話ししてみ

てください。  
―― きょうは生涯学習センターの方から、２人の担当の方がいらっしゃって、カレンダ

ーづくりを子供たちと一緒にやりました。普段は体育館で遊ぶ子供たちと、お教室に残っ

て学習をしたりとか、あとは……（聴取不能）……それぞれ自分たちの遊びをするのです

けど。 
Ｑ  指導者の方は２人ですか。 
―― はい。 
Ｑ  それは生涯学習センターの経費か何かで。  
―― そうです。それ以上に本当に来て、お世話していただきながら、日常的にいろいろ

なところ、移動とか何か、そこら辺の、それこそ地域の素材、そのとおりなんですけど、

学校だけじゃなくてそういうところにも集めて持ってきてくださって、子供たちの幅を広

げてもらっているんですよね。本当にありがたいです。勉強の方も、宿題とか何かを見て

もらいながらやったりということで、先生方、また、ほかの子供たち残っていても見ても

らえるという感じですね。  
Ｑ  学童保育みたいなのは。 
―― それがなくて。  
Ｑ  それがなくてアットホームという。 
―― そうですね。  
Ｑ  国の居場所作り事業、小学校子供居場所作り事業というのがアットホーム。  
―― そうですね。学童にも入りたいという希望って、やはり低学年の方ではありまして。  
Ｑ  子供の中で塾に行っている子供というのはどのくらいいるのですか。  
―― 学習塾というのは聞いたことがないですけど。  
―― 音楽教室とか、ピアノとか。  
―― 水泳とかね。  
―― 本当に尐人数ですね。あの子とあの子というくらいで。ほとんど通ってないですね。  
Ｑ  それが学校でそういうものも、ああいうものもやってほしいというような要望とし

て出てくるというようなことはないですか、塾に行ってないということは。 
―― 特にそういうような要望はないですよね。スポ尐がありますので、そちらの方で。

男子も女子も本校ではありますので、結構男の子たちはほとんど入るような形で頑張って

いますので。  
―― 学区に施設があったらこういうのもやらせたいという人はいますね、なかなか。  
Ｑ  学校に対して学力面とかで、何か保護者の側で、もう尐しこうしてほしいというこ

とが出るようなことはないですか。 
―― 聞いたことはないですね。  
Ｑ  自然環境が非常に豊かなところですけど、自然環境豊かでも家にこもりきりで、パ

ソコンとかで遊んでいると、そういうことがいろいろなところでいわれる場合があるので

すけど、この学校の子供の場合に、そういう体験的な学習というか、それは。 
―― 昔からの経緯をお話ししていただいて。  
―― 勝手に動物園的なことをやって、ちょっと今きつくてやれないのですけど、うちで

飼っている牛、ニワトリ、それから田んぼのアイガモ、そういうのの触れ合いは、先生に

強制してやらせるような感じで、「この日にやりますから」と。ここから田んぼと川がすぐ

近くなので、授業では絶対やれないようなこと、川に入るとか、そういうことは。自分が

楽しかったことが楽しいんじゃないかと、勝手にやらせてもらっています。本当に、「田ん

ぼはいいことにして、川に行こう」と、そんな感じでやっています。  
Ｑ  子供の学力面で、校長先生として課題だなと思われるようなことはありますか、こ

の学校で。 
―― 今、学力、学力って、保護者の方たち、地域の方たちを目の前にしながらあれなん

ですけども、やはり子供たちはこれから将来外に出て行くにあたっては、やはり知らない

よりはいっぱい知っていた方が、将来の自分の職業観なり、いろいろな人生の幅が広がる

わけですよね。だから、やはり子供たちには自分の持っている最大限の力というか、もっ

72 73




